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株式会社 SOYOKAZE 
 

【淡路島に初出店】ショートステイ運営数“全国ナンバー1＊1”の「そよ風」、 

洲本市に複合型介護施設「洲本ケアセンターそよ風」9 月 1 日オープン 
 

「そよ風」ブランドで全国に高齢者介護事業を展開する株式会社 SOYOKAZE（本社：東京都港区、代表

取締役社⾧：中川 清彦、以下「当社」）は、2025 年 9 月 1 日（月）、兵庫県洲本市に複合型介護施設「洲

本ケアセンターそよ風」を開設いたします。淡路島で初の出店、兵庫県内では 10 施設目となります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

■顔なじみの安心感と自由な滞在スタイルを両立。淡路島から届ける“新しいケアのカタチ” 
「洲本ケアセンターそよ風」は、ショートステイとデイサービスの職員が行き来することで、サービス

をまたいでも「いつもの顔」が迎える安心のケア体制を実現。デイサービスでは珍しい個浴による入浴

ケア、ショートステイでは自由度の高い滞在スタイルを尊重するなど、一人ひとりの生活リズムや価値

観に寄り添った、新しい形のケアを淡路島から発信します。（施設特徴の詳細は 2 ページ目に記載） 

＜施設概要＞ 

施 設 名 称 ：洲本ケアセンターそよ風 

開 設 日：2025 年 9 月 1 日 

所 在 地：兵庫県洲本市物部 1-2-24 

サービス（定員）：デイサービス（30 名）・ショートステイ（20 名） 

 

■【地域の皆さま向け】個別内覧会を開催（事前予約制） 
開設に先立ち、地域の皆さまに施設をご見学いただける個別内覧会を開催します。 

当日は、「そよ風」の手作りおやつもご用意しております。 

 第 1 回：7 月 19 日（土）10：00～17：00 （申込締切：7 月 15 日（火）） 

 第 2 回：8 月 9 日（土）10：00～17：00 （申込締切：8 月 5 日（火）） 

＜一般のお客さまからのお問い合わせ先＞ 

洲本ケアセンターそよ風 開設準備室 電話：0799-22-7421（受付：平日 9：00～18：00） 

「そよ風」淡路島初進出！9 月 1 日開設予定の「洲本ケアセンターそよ風」外観イメージ 



■施設の特⾧ 
「洲本ケアセンターそよ風」では、お客さま一人ひとりの生活リズムや価値観を尊重し、きめ細やかな

ケアを提供します。 

ショートステイとデイサービスの職員がどちらのサービスにも行き来する体制により、どちらをご利用

いただいても「いつもの顔なじみが待っている」安心感をお届けします。 

昔懐かしい喫茶店のように気軽に集え、笑顔あふれる地元サロンのような施設を目指しています。 

【自分らしい毎日を支えるデイサービス】 

 個浴対応で、自宅の延⾧のような入浴サービスを提供 

一般的なデイサービスで見られる大浴場での一斉入浴ではなく、すべて個浴で対応。ご自宅と同

じように、お客さまのペースに合わせた入浴サービスを提供します。 

 楽しみながら続けられる機能訓練 

天井から吊るしたロープを使って身体への負担を抑えながら運動する「レッドコード」や、リハ

ビリマシンによる本格的な機能訓練に加え、レクリエーションにもリハビリ要素を取り入れるこ

とで、楽しみながらも無理なく継続できるケアを提供します。 

【個のスタイルを尊重した「また来たい」と思えるショートステイ】 

 生活リズムに寄り添う自由なケア 

起床・就寝時間、食事の時間や場所、過ごし方まで、ご家庭での生活リズムを尊重し、可能な限

り自由にお選びいただけます。施設主導ではなく、「自分らしく」過ごせる環境を整えています。 

 楽しみと刺激を届ける滞在空間 

施設全体に職員を配置し、レクリエーションを充実させることで、単なる「一時的な滞在」ではな

く、楽しく元気になれるショートステイを目指しています。 

また、Wi-Fi 完備、iPad の貸し出し、サブスク対応テレビなど、「個」のスタイルに応える居室環境

も整えています。 

 

■会社概要 
商 号 ： 株式会社 SOYOKAZE 

代 表 者 ： 代表取締役社⾧ 中川 清彦 

所 在 地 ： 東京都港区北青山 2-7-13 プラセオ青山ビル 

設 立 ： 1975 年 6 月 

事業内容： 介護事業、その他事業（有料職業紹介事業、宅食事業、フィットネス事業）など 

ホームページ ： https://corp.sykz.co.jp 
 

＊1 当社調べ（2025 年 7 月時点） 

＜本件に関する報道関係の皆様からのお問合せ先＞ 

株式会社 SOYOKAZE 広報：片倉 

携帯電話：080-7655-7773／電話：03-6857-8127／メール：y-katakura@sykz.co.jp 


